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（Ⅰ）教育に関する目標

１．評価結果及び判断理由

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

判断理由 教育に関する目標 に係る中期目標 ４項目 のうち ２項目が 良（ ） 「 」 （ ） 、 「

好 、２項目が「おおむね良好」であり、これらの結果を総合的に判断し」

た。

（参考）

平成 ～ 年度の評価結果は以下のとおりであった。16 19

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 「教育に関する目標」に係る中期目標（４項目）のうち、２項目が「良好 、２項」

目が「おおむね良好」であり、これらの結果を総合的に判断した。

２．各中期目標の達成状況

① 教育の成果に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「教育の成果に関する目標」の下に定16 19
められている具体的な目標（４項目）のうち、２項目が「良好 、２項目」

が「おおむね良好」であったことから 「中期目標の達成状況がおおむね、

良好である」であった。

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、２項目が「良好 、２20 21 」

項目が「おおむね良好」とし、これらの結果に加え、学部・研究科等の

現況分析における関連項目「学業の成果 「進路・就職の状況」の結果も」

勘案して、総合的に判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画「充実した外国語教育により、国際化が一層進行する現代社会の様々な要

求に応え得る能力の基盤を形成する」について、外国語教育の充実のため多様な外国

語科目の提供や英語科目における習熟度別クラス編成を導入したことは、多種の第２

外国語が幅広く履修され、また、単位修得状況・成績状況からみて教育効果の向上が

確認される点で、優れていると判断される。

○ 中期目標で「大学院において研究者及び高度な専門的知識・能力を持つ職業人を育

成する」としていることについて、多数の教育プログラムが「魅力ある大学院教育」

イニシアティブ等の支援事業にも採択されており、教育成果の向上に寄与するための

様々な取組が意欲的に行われていることは、優れていると判断される。
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（特色ある点）

○ 中期計画で「専門職大学院を整備・充実する」としていることについて、平成 年18
度から４つの専門職大学院により、それぞれの資源の相互有効活用を図る目的で、専

門職大学院コンソーシアムを設置し、これにより専門職大学院の特色ある科目の相互

履修等が実施されていることは、特色ある取組であると判断される。

② 教育内容等に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「教育内容等に関する目標」の下に定16 19
められている具体的な目標（８項目）のうち、３項目が「良好 、５項目」

が「おおむね良好」であったことから 「中期目標の達成状況がおおむね、

良好である」であった。

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、３項目が「良好 、５20 21 」

項目が「おおむね良好」とし、これらの結果に加え、学部・研究科等の

現況分析における関連項目「教育内容 「教育方法」の結果も勘案して、」

総合的に判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期目標「大学院課程：新しい学問的・社会的要請に柔軟かつ適切に対応しつつ、

体系的な教育課程の整備と指導体制の改善を図る」について、全学の教育力を総合的

に活用する共通教育プログラムの実施や各学府における英語による授業科目の開講が

行われていることは、これら取組の一部が科学技術振興調整費戦略的研究拠点育成プ

ログラム等に採択され、また、開講科目数や受講者数等からも実効的に機能している

と認められる点で、優れていると判断される。

○ 中期計画で「インターンシップなど、体験型の科目を設置する」及び「アジア地域

の大学への留学を促進する」としていることについて、各学府とも体験型授業科目を

設置し、社会との交流による実践的な教育を実施していることや、アジア地域の大学

、との単位互換を伴う国際的な学生交流の促進により交換留学生が増大していること等

、 。学外交流に基づく教育活動が活発に推進されていることは 優れていると判断される

（特色ある点）

「 、 、○ 中期目標で 高校教育から大学教育への接続 大学院教育への接続を視野に入れた

教育内容や実施形態の体系性を確保する」としていることについて、学士課程におい

て、ボランティア活動の単位認定制度の確立、総合選択履修方式の実施、一定の制限

を付した上で大学院開講科目を受講可能とするなど、総合大学の教育資源を柔軟に活

用し、学生が多様な科目を履修できる環境を提供していることは、特色ある取組であ

ると判断される。
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③ 教育の実施体制等に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「教育の実施体制等に関する目標」の16 19
下に定められている具体的な目標（５項目）のうち、１項目が「非常に

優れている 、２項目が「良好 、２項目が「おおむね良好」であったこ」 」

とから 「中期目標の達成状況が良好である」であった。、

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、１項目が「非常に優れ20 21
ている 、２項目が「良好 、２項目が「おおむね良好」とし、これらの」 」

結果に加え、学部・研究科等の現況分析における関連項目「教育の実施

体制」の結果も勘案して、総合的に判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画で「教育研究プログラム・研究拠点形成プロジェクト（ ）によって、P&P
教育内容等改善のための開発研究を支援する」としていることについて、 「大学P&P
院及び学部教育改善の支援」として、教育に関する重要課題を全学的に定めてその開

発を支援し、終了課題については、研究成果発表会を実施することで開発成果を全学

的に共有し有効に活用していることは、優れていると判断される。

○ 中期目標「附属図書館は、新しい学術情報の在り方に適応する機能を備えるととも

に、利用者のニーズに応じて効果的にサービスを提供する」について、電子的サービ

、 、スの充実や電子的文献サービス提供数の増加 日韓間の文献サービスの活発な利用等

高い充実度を有する電子図書館機能が効果的に機能し、アジア重視の姿勢を反映した

アジアの大学図書館との交流活動が意欲的に行われていることは、優れていると判断

される。

（特色ある点）

○ 教員組織編制に関して、学府・研究院制度を活用し、法務学府（法科大学院）の設

置等、種々の柔軟な教員組織の運用を行っていることは、特色ある取組であると判断

される。

④ 学生への支援に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「学生への支援に関する目標」の下に16 19
定められている具体的な目標（３項目）のうち、２項目が「良好 、１項」

目が「おおむね良好」であったことから 「中期目標の達成状況が良好で、
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ある」であった。

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、２項目が「良好 、１20 21 」

項目が「おおむね良好」とし、これらの結果を総合的に判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画で「九州大学学生後援会を発展・充実させる」としていることについて、

教職員と学生の保護者で構成されている九州大学学生後援会の募集努力等によって、

九州大学学生後援会への加入率が増加傾向にあり、加入数が増加したことよって、奨

、 、 、学金枠の拡大 福岡県西方沖地震の被災学生支援等 支援活動が拡大していることは

優れていると判断される。

○ 中期計画「学部生・大学院生の就職活動への相談体制、支援策を充実する」につい

て、就職活動の相談及び支援に関する体制を法人化以後大幅に充実・強化し、就職相

談件数の増加や博士人材に特化したキャリア支援等の多様な取組が、良好な就職状況

につながっていることは、優れていると判断される。

（Ⅱ）研究に関する目標

１．評価結果及び判断理由

【評価結果】 中期目標の達成状況が非常に優れている

判断理由 研究に関する目標 に係る中期目標 ２項目 のうち １項目が 非（ ） 「 」 （ ） 、 「

常に優れている 、１項目が「良好」であり、これらの結果を総合的に判」

断した。

（参考）

平成 ～ 年度の評価結果は以下のとおりであった。16 19

【評価結果】 中期目標の達成状況が非常に優れている

（判断理由） 「研究に関する目標」に係る中期目標（２項目）のうち、１項目が「非常に優れて

いる 、１項目が「良好」であり、これらの結果を総合的に判断した。」

２．各中期目標の達成状況

① 研究水準及び研究の成果等に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況が非常に優れている

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「研究水準及び研究の成果等に関する16 19
目標」の下に定められている具体的な目標（３項目）のうち、２項目が

「非常に優れている 、１項目が「良好」であったことから 「中期目標」 、
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の達成状況が非常に優れている」であった。

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、３項目のすべてが「非20 21
常に優れている」とし、これらの結果に加え、学部・研究科等の現況分

析における関連項目「研究活動の状況 「研究成果の状況」の結果も勘案」

して、総合的に判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画で「地域文化の研究及び産官学共同研究などを通して、社会に資する研究

を推進する」及び「アジアへの展開を目指した研究を展開する」としていることにつ

いて、地域社会との連携・協力を強化し、九州地域の産業・経済・環境・市民生活等

に関する研究に取り組むことで、共同研究、技術移転等、産学連携関係の実績が年々

21 COE増加していること また アジア総合政策センターを設置し これを基軸に 世紀、 、 、

プログラムによる東アジアの大学と東アジア史研究コンソーシアムを構築するなど、

アジア地域に隣接している九州地域という視点からの地域文化に関する多彩な研究や

、 。アジアの様々な課題に取り組む研究を展開していることは 優れていると判断される

○ 中期目標「国際的・先端的研究を遂行する機関として世界的に最高水準の中核的研

21究拠点を目指す について ５つの戦略的教育研究拠点としての研究センターの設置」 、 、

世紀 プログラムとして国家科学技術戦略に直結する事業に４件の採択、グローバCOE
ル プログラムとして２件の採択、経済産業省大型研究プロジェクトとして２件のCOE
採択、科学技術振興調整費による「先端融合医療レドックスナビ研究拠点」の採択、

また 世紀 プログラムを端緒とした「水素プロジェクト （水素利用技術研究セ21 COE 」

ンターの設置、産業技術総合研究所との包括連携による研究開発事業、水素材料先端

科学研究センター実験棟の設置）等、各種研究拠点が着実に形成されていることは、

優れていると判断される。

○ 中期計画で「九州大学と九州芸術工科大学それぞれの成果を基に、芸術的感性と諸

科学が融合した研究領域の創造に取り組む」としていることについて、科学技術振興

調整費によって ユーザーサイエンス機構 が設置され 世紀 プログラム 感「 」 、 「21 COE
性に基づく人工環境デザイン研究拠点」において、感覚的特性の定着化をテーマに研

究と教育が行われ、その成果に基づき大学院修士・博士後期課程に「デザイン人間科

学コース」が設置されたことは、優れていると判断される。

○ 中期計画で「企業との組織対応型（包括的）連携研究を推進する」としていること

について、企業及び公的機関との組織対応型連携の体制を構築し、現在、 機関との50
間で 件の多様な組織対応型連携による研究活動を活発に推進するとともに、地域中43
小企業等からの技術開発支援の要請に応える体制も構築したことは、優れていると判

断される。

○ 中期計画「個人及び部局の個別専門研究の下で創造された新しい概念を基に、個人
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研究の枠や部局の垣根を越えた基礎応用結合型の新科学領域への展開を推進する」に

ついて、平成 年度に「新炭素資源学」が、平成 年度に「自然共生社会を拓くア20 21
ジア保全生態学」がそれぞれ「学際、複合、新領域」分野においてグローバル プCOE
ログラムに採択されており、個人や部局の垣根を越えた新科学領域への展開を目指す

研究を幅広く推進するなど成果を上げていることは、優れていると判断される。

（特色ある点）

○ 中期計画で「海洋大気力学、プラズマ材料力学、及びそれらの基盤となる基礎力学

に関する研究を全国共同利用研究として推進する」としていることについて、応用力

学研究所における全国共同利用研究として 「力学 「大気海洋 「核融合・プラズマ」、 」 」

の３分野において、多数の全国共同利用研究を実施していること、また、国際共同研

究を多数（ 件）実施していることは、特色ある取組であると判断される。32

（顕著な変化が認められる点）

○ 中期計画「個人及び部局の個別専門研究の下で創造された新しい概念を基に、個人

研究の枠や部局の垣根を越えた基礎応用結合型の新科学領域への展開を推進する」に

16 19 20 21ついて 平成 ～ 年度の評価においては おおむね良好 であったが 平成、 、「 」 、 、

年度の実施状況においては、平成 年度に「新炭素資源学」が、平成 年度に「自20 21
然共生社会を拓くアジア保全生態学」がそれぞれ「学際、複合、新領域」分野におい

てグローバル プログラムに採択され、グローバルな視点で若手研究人材を育成すCOE
るプログラムや俯瞰的リーダーを養成するプログラムを実践している。また、先端融

合医療創成センターを設置し、従来のプロジェクトの枠組みを超えた新たな融合プロ

ジェクトを促進するとともに、高度な人材育成を視野に入れた水素エネルギーの研究

拠点としての活動を開始するなど、個人や部局の垣根を越えた新科学領域への展開を

目指す研究を幅広く推進していることから 「良好」となった。、

② 研究実施体制等の整備に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（ ） 「 」判断理由 平成 ～ 年度の評価結果は 研究実施体制等の整備に関する目標16 19
の下に定められている具体的な目標（５項目）のうち、１項目が「非常

に優れている 、３項目が「良好 、１項目が「おおむね良好」であった」 」

ことから 「中期目標の達成状況が良好である」であった。、

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、１項目が「非常に優れ20 21
ている 、３項目が「良好 、１項目が「おおむね良好」とし、これらの」 」

結果を総合的に判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）
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「 」○ 中期計画で 国際的中核的研究拠点を維持・発展させるための研究環境を整備する

としていることについて、大型研究プロジェクトに対する全学的な支援体制として、

特定研究支援部を設置し、同部に所属する５つの支援室による一元的、機動的な支援

が実施されており、また、世界トップレベルの研究施設として「水素材料先端科学研

究センター実験棟」が設置され、産業技術総合研究所との連携により、水素プロジェ

クトの進展に寄与していることは、優れていると判断される。

「 」 、○ 中期目標 研究交流及び研究公開に関する情報システム環境を充実する について

情報ネットワークを活用して学術情報を発信・活用するため、国内外からのアクセス

が月 万件を超える「九州大学研究者情報」とリンクしながら、研究論文等の研究内10
容を直接に確認できるシステムとして 「九州大学 集」や「九州大学学術情報リ、 Seeds
ポジトリ（ 」を整備しており、また、附属図書館において、学内の研究成果物をQIR）
収集・発信する機関リポジトリシステムを構築・運用し約 件を超えるコンテン7,000
ツを登録し、実効的に機能していることは、優れていると判断される。

（顕著な変化が認められる点）

「 、○ 中期計画 システム の応用・設計・製造・検査に関する技術を総合的に研究しLSI
その学問体系の確立と高度情報化社会における当該技術の利用について調査研究を推

」 、 、「 」 、進する について 平成 ～ 年度の評価においては おおむね良好 であったが16 19
、 、 、平成 年度の実施状況においては 九州大学システム 研究センターにおいて20 21 LSI

平成 年度からバングラデシュのグラミン銀行と共同で カード式電子通帳の実証21 IC
実験に着手するほか、継続的な省エネルギーシステム 技術の研究が評価され、平LSI
成 年度科学技術分野の文部科学大臣表彰若手科学者賞を受賞するなどの成果を上げ21
ていることから 「良好」となった。、

（Ⅲ）その他の目標

（１）社会との連携、国際交流等に関する目標

１．評価結果及び判断理由

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（ ） 「 、 」 （ ）判断理由 社会との連携 国際交流等に関する目標 に係る中期目標 １項目

が「良好」であることから判断した。

（参考）

平成 ～ 年度の評価結果は以下のとおりであった。16 19

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である
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（判断理由） 「社会との連携、国際交流等に関する目標」に係る中期目標（１項目）が「良好」

であることから判断した。

２．各中期目標の達成状況

① 社会との連携、国際交流等に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「社会との連携、国際交流等に関する16 19
目標」の下に定められている具体的な目標（ 項目）のうち、５項目が10
「非常に優れている 、４項目が「良好 、１項目が「おおむね良好」で」 」

あったことから 「中期目標の達成状況が良好である」であった。、

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、５項目が「非常に優れ20 21
ている 、４項目が「良好 、１項目が「おおむね良好」とし、これらの」 」

結果を総合的に判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期目標で「教育面における大学と社会との連携を強化する」及び「大学が保有す

る情報・施設等教育資源を広く社会に開放する」としていることについて、社会人等

に対し大学院への入学を支援する「再チャレンジ支援プログラム」を創設し就学機会

の拡大を図っていること、科学技術関係人材のキャリアパス多様化促進事業を受託し

博士人材に対するインターンシップを推進していること、福岡県図書館協会設立によ

る加盟公共図書館等との相互貸借サービスが行われていること、図書館医学分館によ

る患者家族支援サービス等の医療情報の提供を行っていること等、社会との連携に関

、 。する事業が積極的に展開され効果的に機能していることは 優れていると判断される

○ 中期目標「地域社会及びアジアを核とした国際社会との研究における連携・協力を

推進する」について、九州地域の産業・経済・環境・市民生活等に関する共同研究等

を通じて課題解決活動が実施されていること、九州大学学術研究都市推進機構

（ ）の設立による水素キャンパス関連研究を展開していること、外国同窓会のOPACK
設置やアジア重視の姿勢を反映した地域企業との協力によるアジア・海外ネットワー

クが強化されていることは、地域及びアジアとの連携に関する研究活動が活発に推進

され実質的に機能している点で、優れていると判断される。

○ アジアとの交流を中心とした国際交流事業に関して、平成 年度からアジア学長会16
議を主催しており、その参加大学との間でアジア学生交流プログラムを実施し、相互

学生受入れ実績が着実に推移している。また、多数の国際会議・学会の開催、一般市

民を対象としたアジア理解プロジェクトの実施等、アジア地域との交流も意欲的に推

進されていることは、優れていると判断される。



- 9 -

○ 中期目標で「教育における国際貢献の観点から、一層多くの資質の高い留学生を受

け入れる」としていることについて、アジア学生交流プログラム、短期留学プログラ

JTW Japanム等の海外派遣・受入れ体制の整備・充実を行い、外国人短期留学コース （

）等の留学プログラム受入れ・派遣学生数が平成 年度 名からin Today's World 16 190
平成 年度 名に増加しており、また私費・国費外国人留学生等の受入れ数も毎年19 296
度 名を超えていることは、優れていると判断される。1,000

○ 中期目標「拠点大学に相応しい規模と内容を持つ国際共同研究及び国際会議を積極

的に推進することを通じて、世界規模での大学間の連携を強化する」について、国際

交流プロジェクトの拠点としてアジアの拠点校にブランチオフィスを設置し、日本学

術振興会との連携協力による国際的共同研究を 機関との間で７件実施するととも10
に、加えて多くのシンポジウムやセミナーを開催していることは、教育研究活動の情

報発信を推進し国際的連携の強化が図られている点で、優れていると判断される。

○ 中期目標「アジアを中心とする開発途上国に対する教育研究、技術開発、人材育成

を実践的・持続的に展開する」について、国際協力機構（ ）や各種国際機関の協JICA
力事業として、国際協力機構との協力の下、歯学教育研修コースにおける研修生受入

れや開発途上国への専門家派遣が毎年度一定の実績を維持して実施され、また、国際

協力銀行（ ）が公示する事業へ採択されたことによる国際協力活動等、アジア地JBIC
域を中心とした開発途上国への協力事業が意欲的に展開されていることは、優れてい

ると判断される。

（特色ある点）

○ 中期計画で「インターネットを利用した遠隔教育等により、アジアにおける高度な

教育を実施できる体制を整備する」としていることについて、交流協定締結校である

忠南大学校を韓国側拠点校として拠点大学交流方式事業「次世代インターネット技術

のための研究開発と実証実験」を実施していること、ビジネススクールにおいて中国

及び韓国とのリアルタイム・オンデマンド授業を実施していることは、九州大学の掲

げる「アジアにおける拠点大学としての役割」を果たしている点で、特色ある取組で

あると判断される。


